
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
 

 令 和 ５ 年 ３ 月 １ 日  
第３７号 学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」  

南っ子たちの３学期の笑顔と輝き！～『冬来たりなば春遠からじ』～ 
新たな令和５年（２０２３年）を迎え、３学期が始まってから早いもので２か月が過ぎました。暦の上でも「立春」が過ぎ、季

節は春。『冬来たりなば春遠からじ』。いまだ寒さが厳しく感じられる中にも、梅の花も咲き始め、三寒四温の日々の中

にも、やわらかな日差しがたいへん心地よく感じられます。お陰様で、明るく元気な南っ子たちは冬場の寒さもなんのその。 

『まとめの３学期』、『次のステージ（進級・進学）への準備の０学期』をしっかりと意識し、自ら立てた３学期の目標や

学年・学級の目標に向かって、一生懸命に頑張る輝く姿や沢山の笑顔が学校生活の中に溢れています。「竹」は、「節

目」から大きく成長します。保護者・地域の皆様におかれましては、子供たちの成長にとって重要な「節目」となる年度の締

めくくりと新たな年度に向けての大きな力を蓄えるこの時期に、子供たちへのさらなるご支援とご協力をお願いいたします。 

≪３年ぶり『引 き渡 し訓練 』を実施！≫ 

大規模な地震からの火災を想定 

し、避難訓練を実施しました。児童 

全員が「命を守る」ことの大切さを自 

覚し、災害避難の合言葉「おさ 

ない・かけない・しゃべらない 

・もどらない・ちかよらない」 

を意識しながら真剣に訓練に臨みました。その後、コロナ禍で実

施できなかった「引き渡し訓練」を３年ぶりに実施しました。保

護者の皆様にはご協力いただき有難うございました。今後も安全

教育を充実させ、ご家庭と共に災害時に備えて、児童の主体

的な危険予測能力や危険回避能力を育んでまいります。 

 ＊「南小学校・大地震発生時の対応」ＨＰもご確認ください。 

≪想 いを込 めた心 温 まる『給 食 感 謝 の会 』≫ 

美味しくて、栄養バランスの取 

れた給食。給食委員会が企画・運 

営して、「給食感謝の会」を実施し 

ました。代表の児童がしっかりと感 

謝の言葉を伝えるとともに、給食 

を作ってくださる給食調理員の皆 

さんに、児童全員から「感謝の気持ちを込めたお手紙集」を

渡しました。とても心温まる「給食感謝の会」となりました。 

≪１年生・生活科『むかし遊び体験』≫ 

１年生が、生活科の授業で『む 

かし遊び体験』を行いました。けん 

玉、おはじき、メンコ、凧揚げ、 

お手玉、竹とんぼ、あやとり、コ 

マ回し等、皆で仲良く関わり合いな 

がら、昔から伝わる遊びに笑顔いっ 

ぱいで夢中になっている姿が沢山見られました。普段遊んでい

るコンピューターゲームとは違う楽しさを肌で感じていたようです。 

≪３・４・５・６年生『書きぞめ競書会』≫ 

静けさの中、漂う墨の香り。学年 

ごとに体育館いっぱいに広がり、競 

書会を行いました。全員が集中して 

一斉に書きぞめに臨んでいる姿は、 

緊張感に溢れ、まさに圧巻でした。 

≪一致団結！全校一斉『長なわ大会』≫ 

本校の体力向上策の一環として 

全校を挙げて実施している『長なわ 

大会』。本番に向けて、どのクラスも 

全員で励まし合い、工夫しながら練 

習に一生懸命励む姿が見られました。 

大会当日は、澄み渡る青空の下、 

校庭全体にクラスの仲間全員で掛け声を合せ、途中で引っか

かっても「ドンマイ！」、「大丈夫！」、「もう一度、集中！！」等、

思いやりの声が響き渡り、一致団結して取り組む南っ子たちの

姿が。努力の結果、全クラスが記録を伸ばすことができました。 

≪３年ぶり『不審者対応避難訓練』！≫ 

これまでの大地震や火災を想 

定した避難訓練に加え、「不審者 

対応」の避難訓練を実施しました。 

職員が不審者役に扮し、実際の 

場面を想定した緊張感溢れる訓 

練。児童たちは、緊急放送を受けて教室の扉を閉めた後、

バリケードを築いて指示通りに待機。その後、校庭に速やか

に避難し、全体で不審者対応の合言葉『イカのおすし』

を確認しました。ご家庭でも登下校や放課後の対応につい

ての話し合いや防犯ブザーの電池の確認をお願いします。 



 
 

   

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 『埼玉県小学校家庭科教育研究発表会』を開催  
１月１９日(木)、埼玉県小学校家 

庭科教育研究会並びに坂戸市教育 

委員会の委嘱を受け、研究主題「学 

びをつなぎ、家庭生活をよりよく工夫し 

実践する児童生徒の育成」をテーマ 

に、埼玉県小学校家庭科教育研究 

協議会を開催しました。発表会当日 

は、参加人数を制限しての開催となり 

ましたが、県内各地から８０名以上も 

の参加者を迎えての発表となりました。 

前半は、５年生と６年生の各学年 

１クラスが授業を公開しました。南小 

が全校を挙げて推進している授業づく 

りを生かしての公開でしたが、どちらの 

クラスも集中して授業に臨み、仲間同 

士互いに協働しながら学習を深めて 

いる姿を参観していただきました。 

授業後の全体会は、体育館にお 

いて行われ、文部科学省教科調査 

官や埼玉県教育委員会、坂戸市教 

育委員会の指導者の先生方からご 

指導をいただき、全県からの集った全ての参加教員が、今後の授

業づくりや指導の在り方についての研修を深める機会となりました。 

【南っ子・ほのぼの俳句】テーマ『冬』 

❏ 冬至かな 南瓜を食す 冬来る（６年・ＫＡ） 

❏ 大寒や 新たな道に 進む時（６年・ＩＡ） 

❏ 空見上げ 星が輝く 冬の夜（６年・ＳＡ） 

❏ 小寒や 霜柱踏む 冬の音（６年・ＳＭ） 

❏ 大寒は 冬の終わりに 春の起首（６年・ＪＨ） 

❏ 冬至の夜 柚子の香りに 祖母想う（６年・ＳＫ） 

❏ 「行ってきます」 後ろ姿の 息白し（保護者） 

❏ クリスマス 我が子の笑顔が プレゼント（保護者） 

❏ 木枯らしに つなぐ君の手 あたたかい（保護者） 

 

【 ３月の生活目標 】 感謝の気持ちを表そう 

１日(水)  なかよしタイム 

２日(木)  お話朝会，委員会，お祝い給食（６年） 

３日(金)  ６年生を送る会 

５日(日)  ＰＴＡ資源回収「南小の日」 

６日(月)  通学班会議・一斉下校 

７日(火)  感謝集会，中学校体験入学（６年➡中学校） 

８日(水)  なかよしタイム（お別れ会），ＰＴＡ本部会 

９日(木)  賞状伝達朝会① 

１０日(金)  教育相談日  

１４日(火)  賞状伝達朝会② 

１５日(水)  中学校 卒業式（坂戸中・千代田中） 

１６日(木)  卒業式予行 

１７日(金)  短縮４時間，ＰＴＡ校外委員引継ぎ 

２０日(月)  短縮４時間，給食最終日 

２２日(水)  卒業式，短縮３時間，１～４年 臨時休業日 

２３日(木)  短縮３時間，６年 臨時休業日 

２４日(金)  修了式，短縮３時間，６年 臨時休業日  

【学年末・春季休業日】３／２５（土）～４／９(日)  
※ 詳細は学年だより等でご確認ください。 

【学校ホームページ】  学校情報を随時更新しています。 

新コーナーも設置しましたので、是非ご覧ください。 

【南っ子・ほのぼの俳句】テーマ『冬』 
『南っ子・ほのぼの俳句』、テーマは『冬』。南っ子たちは、学校

でも冬の寒さを感じさせないほど元気に活動していました。繊細

な感性で『冬』を感じ、一生懸命に五・七・五で表現した、南っ子た

ちの「言の葉」の世界をお楽しみください。 

❏ 粉雪と 一緒に遊ぶ 子どもたち（３年・ＴＡ） 

❏ プレゼント なにがくるかな サンタさん（３年・ＩＮ） 

❏ 初雪が ふわりふわりと 舞い上がる（３年・ＳＭ） 

❏ 雪だるま つくってきえて さびしいな（３年・ＴＹ） 

❏ 大晦日 力合わせて ピカピカだ（４年・ＵＲ） 

❏ 初もうで おみくじ引いて 大吉だ（４年・ＫＳ） 

❏ 足元の 白銀に咲く 福寿草（４年・ＹＴ） 

❏ 獅子舞に 噛まれて泣いた 昔はね（４年・ＥＫ） 

❏ 鬼が来た みんなで叫ぼ 「鬼は外」（４年・ＮＫ） 

❏ こたつから 魔法で出られず 冬の朝（５年・ＮＫ） 

❏ 大晦日 まぶたが重い もうダメだ（５年・ＳＭ） 

❏ 初日の出 赤い宝石 顔をだす（５年・ＳＨ） 

❏ サンタさん 幸せの宅配 よろしくね（５年・ＳＲ） 

❏ 風呂上り 柚子の香りと 赤い頬（５年・ＩＲ） 

❏ 朝早く ザクザク足跡 遊ぶ子ら（５年・ＡＫ） 

 

【校長室より】『雪に耐えて梅花麗し』 

家の庭に自分が小学校の卒業式の日に植樹した梅の木が

ある。大人になっていつの頃からか花を眺めたり実を収穫

したりするのが毎年のささやかな楽しみになった。そして

この時期、冬の寒さに耐え、懸命に蕾を膨らませ、可憐な

花々を咲かせ始める姿に毎年心を癒される。『雪に耐えて

梅花麗し』（厳しい雪の寒さに耐えてこそ、梅の花は美し

く咲く）。西郷隆盛のこの言葉が好きで、自身、中学校教

師時代の大半が３年担任だったこともあり、受験生諸君に

この言葉を贈っていた頃が今も懐かしい。「雪」に象徴さ

れる「苦難」。長引く悩ましいコロナ禍の生活も言うに及

ばず。そんな中でも子供たちは皆、毎日を自分らしく懸命

に生きている。「生きること。それは、誰のものでもな

い、かけがえのない自分の花を咲かすこと」。頑張れ  


